
一72一

山陰地方における針葉樹の害虫の生理1生態に関する研究

I－1 マソバノタマバェの分布と被害※

三　　浦 正（応用昆虫学研究室）

I－1・

　　　　　　　　　　　　　Tadash1MIURA

　Phys1o1og1ca1and　Eco1og1ca1Stud－1es　on　the　Insects　1nj岨ious

　　　　　　　of　Con1ferous　Trees　in　San’m　D1str1ct．

The　Geographical　D1str1but1ons　of　the　Pme　Leaf　Ga11M1且ge，0㏄〃o㎜〃α

肪αoんγ耐θrαSCHWAGE？，and　the　Da㎜age　of　P1nes　Caused　by1t

　　　　　　　　1．はじめに

　山陰地方の林業経営におげる針葉樹の重要性は今更著

者が論ずるまでもない。この針葉樹林に新しい害虫が大

発生したり，既存種が勢力を増したりして森林経営を悩

ましている。これらの虫害を少くするためには，地域に

おげる対象害虫の生理⑧生態に関する研究が必要となっ

てくる。山陰地方では針葉樹害虫の研究資料が乏しいの

で，著者はこの地方におげる害虫相と主要害虫の生態学

的研究をなしつつあるが，本報告においては，島根県隠

岐島を中心に大発生したマヅバノタマバヱについて，分

布と被害の実態を報告する。本虫は佐々木（1901）によ

って愛知県南設楽郡鳳来町で発見されているが，その後

わが国では殆んど被害らしいものは認められず，日高

（1914）が熊本地方に発生を報告しているにすぎなか二

た。1945年頃から西目本において被害林が続出し，中で

も九州の長崎県対島，壱岐，山陰の島根県隠岐島におげ

る被害は実に大きい。被害発生当時は本虫に関する研究

資料は皆無であり，1950年頃から各地で駆除対策の研究

がはじめられ，大島，小室，勝部（1951），高木（1954）

小田，岩崎（1953），酒井（1953），三浦，近木（1955）

などがある。著者は1958年より再び本虫の研究を実施す

る機会をえて，現地で調査研究をなしつつあるので，

1二の詳紬については続報としてのぺる。本虫の研究を

委託された，島根県農林部大久保部長，坪田次長，安

達課長，安部係長，吉岡技師，研究に当って教示いただ

く近木助教授，林試大島場長，東京農大高木教授，東京

※Contr1butlons　fmm　the　Laborato町of　App11ed　Entomo1ogy，

Sh三mane　Agr1cuユtura1Coユ1ege　No　28

マソバノタマバェに関する研究は島根県農林部産業経済費によるもの

である。

大学日塔教授，九州大学安松教授，林試関西支場中原技

官，研究に協力していただいた現川本経済事務所竹内課

長・隠岐支庁酒井課長，永海，山田，斎藤，山田の各技

師に心からお礼を申しあげます。

　　　　　　　2．目講竃における分布

　マヅバノタマバェは佐々木（1901）によって発見さ

れ，0θ0肋肌〃αろ・αc砂吻・αSCHWAGA？と記載され

てより・目高（1914）は熊本県や大分県などにおいて発

生していることを報告した。高木（1954）や林野庁（19
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　　　嚢（D1ltn11t111Prlfllt1rl）
　　　‘　＾　　　（Senou．s1y1nfested－Prefecture）

Fig．1．AmapshowingthedistributioI1ofthe
p1ne1eaf　ga11In1沮ge，0θo乙∂o凧γ乙αろrαoゐγη玄8rα

　ScHwAGE？，in　Japan　in　recent　years．
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57）によって調査され，全国的に分布していることが明

らかになった。特に高木博士は本虫の分布について殆ん

ど全国を詳綱に調査し，その資料を公秦している。林野

庁は主として被害林面積を中心として調査した。これら

両者の資料と，九州におげる小田㌧岩崎（1953）と著者

の調査したものを参考にして，日本におげる本虫の分布

図をかいてみた。

　第1図をみてわかる如く，北海道，富山，石川，福

井，栃木，奈良，徳島，高知の各県で確認されていない

だげで殆んど全国にわたって分布している。この未確認

の県でも詳細に調査すれぱ分布範囲は更に拡大されるも

のと思う。本虫が分布していても殆んど被害として取扱

うほどでない府県が大部分であり，被害は局部的セあ

る。被害林として問題にするほどの害を蒙った地域は，

特に京都以西の地方であり，山陰，九州地方の被害林面

積は大ぎかった。各県の分布確認地を表にして示すと次

のようである。第1表に示した分布確認者は重複を避げ

て報告年次の古い人をもってした。

Tab1e1　Reports　on　the　pme　leaf　gau㎜1dge，

　　　Cec1do㎜y1a　brachyntera　SCHWAGE？，工n

　　　Japan　in　recent　years．
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※　F．A、：The　Forestry　Agenc皿

綱弧、
亀

第8号A（て％0）

　　　　ろ．山陰地方におげる分布と髄審

　山陰地方では島根県障岐島を中心として，島根半島

部，鳥取県の夜見ケ浜半島部，．島根県石見海岸部と中山

間部一帯，山口県萩市などの地域に分布レているが，隠

岐島を除げは被害の発生量は少ない、山陰地方におげる

分布と被害地域を不したのが第2図である。

　1）島根県における分布と被害

　島根県本土におげる分布は先ぎにものぺたように県下

の殆んど全地域であるが，被害林は島根半島部にみられ

るだげで石見地帯や中山間部におげる勢力は極めて弱

く，被害林として取扱う程度のものでない地域が多い。

県下の被害は隠岐島で，島根県下の被害林面積の殆んど

はこの島のものである。

　隠岐島における発生経過

　隠岐島は島根半島の北方44㎞の目本海上にある大小約

／80の島よりなる火山島で地形は極めて複雑である。耕

地が少なく，島の総面積34，710．71伽のうち林野が約

24，ア93．36伽74％で，耕地は7％で1，479．32伽に過ぎな

い。島の地質は島前と島後の西部と東部で異なり，島前

では安山岩，第3紀層花嵩岩，粗面岩などの噴出岩が多

くみられ，表土が浅く土性がよくないのでクロマヅを主

とする針葉樹林が林地のア5％を占めている。島後の西部

一帯は島前に類似しているが，東部は第3紀層及び玄武

岩，安山岩，片麻岩で構成され比較的土層も深く，雨量

も多いからスギの適地が多い。隠岐島はこのように平地

に乏しく山が多いから産業の中で林業と漁業は実に重要

　　　　　　　　　　　　　　　　な面をもっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　この島の林野（民有

　　　　　　　　、㌧
　　　　　　　　　＼

　　　　　Y　　　UC瑚
帥，煮　．沌胸。，

　　　　　　榊榊側
　　　㌧

　　　（ノ

　　　＼⑧那㎜㈹
冊6餉　㌦

鱗（5ひ1…1州㈱仙飢）

Fi＆2．Distoribu亡ion　of　the　pine1eaf　ga11Inidge，0θc〃o肌戸α

　　ろ閉oんγ伽アαSC亘WAGE？，m　Sa丘1皿d1s枕1ct　m　r㏄ent　years

林）の利用状態をみ

ると，林野総面積

24，971．76伽で，針

葉樹の林地が14事70’

6．35伽（約60％），広

葉樹の林地が9，628．

70伽（約39％），竹林

が248．92伽（約／％）

で，これらの合計が

24，586．99伽となり，

草地が395，70伽あ

る。1二のようド針葉

樹林が林地の60％を

占め，島根県平均23

％よりかなり高い；

又個人の森林所有規

模をみると，民有林
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総面積のうち個人所有林が70％，部落所有林が20％でみ

旧．5伽以下の森林所有者が実に総数の80％を占め，．50伽

以上の所有者は0．2％にすぎないという零紬規模である。

　このように経営規模の小さい・しかも林業経営に重点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粋距
榊いていた隠鵡に本虫の発生が集申的であり被害面　　pi・舳岬・川眺）

積が大きいことは島め林業を根本からくつがえそうとし　　　　　　細㈹一州eS副㈹φ

ている。隠岐島に本虫の発生をみたのは1940年頃らし

く，当時は島前の海士村の知々井岬のクロマヅ林に発生

していたが，島の人は潮風の影響である如く考えて処置

しなかった。そあ後年々被害度は高くなるし，被害林面

積な拡大して，1948年にマヅバノタマバエによる被害と

断定された時は島前の海士村，西ノ島，島後の西郷町の

アカマヅ，クロマツ林におよび現在は島前，島後の殆ん
どのアカマヅ，クロマヅ林分には被害程度は異なるも本　　　　Fig・3・Dist「ibution　of　infection　by　the

虫の発生がみうげられる。隠岐島におげる本虫の発生地　　　　pine　ga11皿idge・0㏄肋肌戸α5アαo尻γ肋7α

域と被害林面積を示したのが第3図及び第2表である。　　　　SCHwAGE？l　m　Ok1Is1and　m　recent　yea弧

　　Tab1e2．　Loca11tes　and　areas　m］ured－by　the　p1ne　leaf　ga11血1dge，0θo乙∂o秘〃α　ろ7αoゐγ枕θ7α

　　　　　SCHWAGE？，m　Ok1Is1ands．　In　th1s　tab1e▽aIues　show　areas　and∀o1u皿es　of　mfested

　　　　　stand．1ng打ees　at　the　year，1nvo肘1ng　da＝mages　Coused．by　the　preY1ous　years

Ye砒

　　　　DamageD。。tn．t　　　　伽

Saig6
Nak早
Goka
Tsu皿a
A皿a
N1sh1nosh1Ina
Chibu
Tota1

Year

1948

／2，9

／0．9

m8

973．9
306．1

伽

1949

10．9

297．5　　　　1，919．9　　　　　344，1

15．9　　　2，226．1

　6．9　　　　　　473．0

344．1　　　5，899．0　　　　365．0

Di、。、ic．Dama・e伽
1952

m3 伽

：mザ

／35．5

／0，312．3

10，4ア．8

1953

Saigδ　　　　　　　　　　　　247，9　　21，426，0　　　　　84．3

Naka　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．9
Goka
Tsu㎜a　　　　　　　　　59，5　　10，295，6　　　　29．ア

Ama　　　　　　　　1，755．3　142，747．4　　　694．2
N1sh1nosh1ma　　　　　　91．2　　　7，234，8　　　　69．4

Chibu
Tota1　　　　　　　2，／53．9　181，703．8　　　882．5

Yeaj＝

　　　　　Da血age　　　　　　　　　　伽玉）工StΣ1Ct

Saig6
Naka
Goka
Tsu皿a
A皿a
N1sh1nosh1n1a
Chibu－

Tota1

1956
㎜3 伽

m3

7，234．8

　556．5

3，339，1
69，569．0

6，956，5

97，665．9

1957

84．3　　　8，627，0　　　　79．3
　9．9　　　　834．8　　　　　4．9

　4．9　　　　556．5　　　　　4，9

19．8　　　1，113，0　　　　14．9
109，0　　12，243，4　　　　　59，5

19．8　　　1サ113．0　　　　　9．9

247，7　　　24，487．7　　　　　173．4

2）鳥取県における分布と被害

鳥取県下全域に亘る調査は未完成であるが，著者の調

二m8

4，1アろ．9

　417．4
　417．4
　834．8
8，347．8

　556，5

14，747．8

1950
伽　　　　　皿8

395．7

1，190．1

　　9．9

1，595．7

1，318．9

66，782．4

　250，4

68，351．7

1954
伽　　　　　皿8

74，4
24，8

29．8
535，5

49．6

7／4．／

伽

6，／2／．7

1，947．8

3，339，1
55，652．0

6，956，5

74，017．1

1958

59．6
2．9

2．9

4，9

54．5

124，8

皿3

3，478．3
　278．3
　2ア8，3
　2ア8．3
3，060．9

7，374．1

伽

195／

243．9

／，428，0

　84．3

1，756．2

伽

皿8

／5，304．3

133，008，3

　5，565，2

33，877．8

1955

39，6
／9，8

19．8
277，7

39．7

3％．6

m8

4，／73．9

1，669．6

1，947，8
25，043．4
3，339．1．

36，173．8

査した鳥取県西部，島根県よりの美保湾と中海に突出し

た夜見ケ浜半島，米子市附近の海岸のアカマヅ，クロマ
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ヅに本虫の発生しているのを観察したが，被害は極めて

軽徴で問題にすることはない。

　3）山口県における発生と被害

　山口県庁から著者に報告された繕果によると，発生被

害が確認されたのは195ブ年で，発生地は萩市如意嶽水源

地で被害林面積は0．5伽でアカ÷ヅ，クロマヅ林であり，

アカマヅの被害が大ぎかった。高木（1954）も同市目代

水源地のマヅにも微害があったとのべている。

　　　　　　　4．審　　　　　絹

　マソパノタマバェによるアカマヅ，クロマヅの害柏に

ついては，小田，岩崎（／953），高木（1954），三浦，近

木（1955）などによって調査された報告がある。成虫の

産卵の対象となるのは伸長初期のマヅ葉であって，卵は

葉先の腹面に卵塊として産みつげられる。幼虫は嬬化し

て葉の基部に移動して喰入する。マヅ葉の基部の柔組織

に潜った幼虫は組織紳胞から紬胞液を吸収して自俸の栄

養とする。マヅ葉の基部，時としてマヅ葉の中腹に形成

されるゴーノレは幼虫の吐出，排泄物の刺戟で紬胞が異常

に増殖，肥大を起すからだといわれている。ゴーノレ内で

生活する幼虫は秋までマヅ葉の基部で栄養をとるために

秋ちかくなるとマヅ葉は萎凋してくる。このために樹体

の生理機能は極端に阻害されるから，虫の寄生程度の高

いマヅは枯死する。被害葉は秋から冬にかげてゴーノレ内

の幼虫が脱出する頃から茶褐色に色づいて落葉する。ア

カマヅはクロマヅより低抗力が弱いようで，クロマヅよ

り早く枯死する。本虫は幼令木に寄生しやすいようであ

るが，壮令林，老令林でも被害は受げる。本虫によるマ

ヅの被害の状態を写真に示した。（写真1～10参照）

5．お　お　リ　に

　この報告ではマヅバ！タマパエについて，高木（／954）

及び小田，岩崎（1953）と林野庁の資料を参考にし，著

者の調査から日本におげる分布，山陰地方におげる分布

と被害について考察した。本虫は我国のいたるところに

分布しているが，被害地域陣極めて限定されていて，西

日本に被害発生地がみられる。山陰地方では島根県隠岐

島におげる被害が特に大きい。
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S羽醐㎜航y

　In　th1s　paper，the　wnter　su二n㎜anzes　the

resu1ts　of　h1s　1nvest19at1ons　on　the　d1stnbu・

t1on　of　the　p1ne1eaf　ga11m1d－ge，0θc〃o肌〃α

伽αcんγ耐θアαScHwAGE　p，1n　Japa．n　and－parti－

cu1ar1y1n　the　San’1n　d1stnct，and　the　da正nage

of　pmes　cause沮by1t　m　Oki　Is1and－s，Sh1mane

prefecture．

　1）　Th1s　spec1es　is　found－m　var1ous　parts

of　Japan　as　shown　m　F1＆／and－Tab1e　／．

　2）　The　spec1es　d－1str1butes1tse1f　o∀er　Sh1－

n工ane　prefecture，as　for　the　rest　of　the　San1皿

d－istrict，it　is　recordea　at　Yonago　city　ana

Sakaem1nato　c1ty　m　Tottor1prefecture　ana

Hag1c1ty1n　Yamaguch1prefecture（see　Fig
2）．

　3）　Thearea　damaged．by　th1s㎜1dge　exte－

nd－s　w1d－e1y　over　pine　forests1n　Ok1Is1ana

（see　Tab1e　2）．
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Plate 8 . 

Plate 7 . Infested mature pine stand. 

Infested trunk of an old pine tree. 

Plate 9 . InJured forest after the desposition. Platel O . Injured forest before the disposition. 


